
 

成績概要書                               （2007年 1月作成） 

北海道＞生産環境＞土壌肥料 

研究課題：有機物等の窒素評価に基づくてんさいの窒素施肥対応 

(予算課題名：土層内無機態窒素診断によるてんさいの窒素施肥量適正化技術の開発) 

担当部署：十勝農試 生産研究部 栽培環境科 

協力分担：十勝農業改良普及センター本所、十勝東北部支所、十勝東部支所、十勝西部支所、網走

農業改良普及センター網走支所、美幌支所、遠軽支所湧別分室、空知農業改良普及セン

ター空知南西部支所、北海道糖業株式会社、日本甜菜製糖株式会社、ホクレン農業協同

組合連合会、ホクレン肥料株式会社 

予算区分：受 託 

研究期間：2004～2006年度（平成16～18年度） 

１．目的 

 てんさいの窒素施肥量適正化のため、有機物等の窒素評価に基づいた新たな窒素施肥対応を組み立

てる。 

２．方法 

1)試験年次：2003～2006 年。 

2)試験地：十勝管内(十勝中央部・十勝山麓・十勝沿海)にてのべ 38 カ所(十勝農試場内の

試験も含む)、網走管内にてのべ 18 カ所、道央にてのべ 4 カ所。 

3)試験区設定：基本的に試験地ごとに農家慣行区に対して2～10kg/10a の窒素減肥区を設定した。

これに加え、一部の試験地では窒素施肥量3～8水準の用量試験を設定した。 

4)調査項目：有機物投入量、緑肥作付時の窒素施肥量、春季(4 月)の無機態窒素量、てん

さいの窒素施肥量、てんさいの窒素吸収量、根重、糖分、糖量。 

5)有機物等の給源に基づく N スコアの設定：北海道施肥ガイドを基に、表1のように設定した。 

３．結果の概要 

1) 既往の研究と本研究で得たデータから、てんさいの最大糖量を得ることと、地下水中硝酸性窒素濃

度を10mg/L以下にすることを両立させる最適窒素吸収量を23～25kg/10aと設定した。 

2)窒素供給量(春季の 0-60cm 硝酸態窒素量と施肥窒素量の合計)とてんさいの窒素吸収量の関係を検

討したところ(図 1)、窒素供給量は、てんさいの窒素吸収量を有意に説明し得るものであった。し

かし、その関係は有機物施用状況や気象・土壌条件によって左右されることが明らかとなり、特に

有機物からの窒素供給を評価することの重要性が示唆された。 

3)春季における畑土壌の無機態窒素量(0-100cm)は 0-75kg/10aと変異が大きく、平均値は12.9 kg/10a

であり、堆肥や家畜糞尿、そして緑肥時の窒素多肥は春季の無機態窒素量に大きく影響を及ぼすも

のと考えられた。 

4)春季の0-100cm無機態窒素量は、回帰式①y1=1.1x1+3.8（y1；春季の0-100cm無機態窒素量(kg/10a)、

x1；春季の0-60cm硝酸態窒素量(kg/10a)）によって推定可能であった(r=0.95**)。 

5)窒素施肥量と春以降のNスコアと春季の0-100cm無機態窒素量の合計(x2,kg/10a)はてんさいの窒素

吸収量(y2,kg/10a)と密接な正の相関関係(r=0.67**,n=138)があり、回帰式②y2=0.75x2+5.0によって

てんさいの窒素吸収量(y2)を推定できることが明らかになった(図2)。 

6)窒素施肥量と前作(主に小麦)収穫後から施肥前までの N スコアの合計(x3,kg/10a)はてんさいの窒

素吸収量(y3,kg/10a)と極めて密接な正の相関関係(r=0.75**,n=140)があり、回帰式③y3=0.89x3+4.9

によっててんさいの窒素吸収量(y3)を推定できることが明らかになった(図2)。 

7)回帰式②の y2 に最適窒素吸収量 23-25kg/10a を代入し、さらに回帰式①を用いて x2 を

{窒素施肥量+春以降の N スコア+1.1×(0-60cm 硝酸態窒素量)+3.8}として回帰式②を解

くと、{窒素施肥量+春以降の N スコア+1.1×(0-60cm 硝酸態窒素量)}=20～22(式④)が

得られ、式④に基づき、有機物施用等の履歴が分からない場合の窒素施肥対応を組み立

てた(図 3)。同様に回帰式③の y3 に最適窒素吸収量 23-25kg/10a を代入して解くと、(窒

素施肥量+前作収穫後から施肥前までの N スコア)=20～22(式⑤)が得られ、式⑤に基づ

き、有機物施用等の履歴が分かる場合の窒素施肥対応を組み立てた(図 3)。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果の活用面と留意点 

本技術は有機物等の投入を量的に評価するものであり、窒素施肥量の適正化に有効である。 

５．残された問題とその対応 

有機物等の肥料的評価が今後さらに明らかになれば、本技術のさらなる精度向上が期待される。 

　有機物等の窒素給源 Nスコア 単位

　堆肥2)　単年度 1 kg/t
　  〃 　連用5～10年 2 kg/t
　  〃 　連用10年以上 3 kg/t
　牛糞尿スラリー 1.3 kg/t
　豚糞尿スラリー 1.3 kg/t
　牛尿 2.5 kg/t
　豚糞 3.7 kg/t
　鶏糞 13 kg/t

　てんさい茎葉3) 4 kg/10a

　転換畑(転換初～２年目)3) 1 kg/10a
kg/10a　前作後の緑肥時の窒素施肥量は100%Nスコアと見なす

表1　有機物等の給源に基づくNスコアの設定1)

備考
1)北海道施肥ガイドを基に設定した。
2)牛糞・牛糞バーク堆肥・馬糞を含めた。
3)てんさい茎葉および転換初～2年目の窒素
減肥可能量はそれぞれ4～8、1～3kg/10aで
あるが(北海道施肥ガイド)、窒素の過大評
価を避けるためそれぞれの下限値を採用し
た。
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図 1 窒素供給量(春季の 0-60cm 硝酸態窒素量と窒素施肥量の合計)とて

んさいの収穫期窒素吸収量の関係 

○：有機物投入なし 

 ①; y=0.640x+6.78, n=35, r=0.909** 

▲：堆肥等有機物1～4t/10a施用(前年秋～当年春) 

 ②; y=0.585x+12.2, n=12, r=0.662* 

×：堆肥等有機物5～6t/10a施用(前年秋～当年春) 

 ③; y=0.651x+16.7, n=22, r=0.517* 

■：堆肥等有機物8t/10a施用(前年秋～当年春)または熱抽N 12.3mg/100g

図2 窒素吸収量と窒素施肥量＋春以降の N スコア＋0-100cm 無機態窒素量の関係(左図)および窒素吸収量と窒素

施肥量+前作収穫後から施肥前までの N スコアの関係(右図)（×；有機物多量施用(n=18)，●；根腐病・褐斑病激発

(n=2)または土壌物理性不良(n=4)または湿害(十勝沿海2006年, n=7)，○；上記以外。） 
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○；回帰式②y2=0.75x2+5.0 

回帰にはⅡ型回帰直線(Webster;1997)を使用。

○；回帰式③y3=0.89x3+4.9 

回帰にはⅡ型回帰直線(Webster;1997)を使用。

①
②
③

図 3 N スコアに基づくてんさいの窒素施肥対応 

有機物施用等の履歴が分かる場合 

前作収穫後から施肥前までの N スコア

(kg/10a)を計算(表1) 

20～22 から N スコアを減じた量を窒素施

肥量(kg/10a)とする†。 

有機物施用等の履歴が分からない場合，および糞尿スラリーを連用している場合

春季0-60cm硝酸態窒素量(kg/10a)を測定 

｛1.1×(春季0-60cm硝酸態窒素量)＋春以降のNスコア｝(kg/10a)を算出(表1) 

20～22から｛1.1×(春季0-60cm硝酸態窒素量)＋春以降のNスコア｝(kg/10a)を減

じた量を窒素施肥量(kg/10a)とする†。 

 †N スコアが過大であっても窒素施肥量はスタータ

ーとして最低必要な4kg/10aを下限とする。 

r=0.67**

n=138 
r=0.75** 

n=140 


